
授業に役立つ博物館

文部科学省委託事業 「環境学習プログラムの体系的開発に関する調査研究」

ー子どもたちの心に残る科学的体験学習のためにー

お問い合わせ先

〒110-8718　東京都台東区上野公園 7-20　Fax: 03-5814-9898　
E-mail: museumforteachers@kahaku.go.jp    http://www.kahaku.go.jp
「授業に役立つ博物館」ポータルサイト　http://museum4teachers.zkh.jp/

本調査研究は，文部科学省委託事業「環境学習プログラムの体系的開発に関する調査研究」により実施しています。

連携博物館等 

本事業の背景
　2006年OECD生徒の学習到達度調査（PISA2006）によると，日本は「科学への興味・関心が低く，観察・
実験等を重視した理科の授業を受けていると考える生徒が少ない」ことが指摘されています。
　平成 20年 1月の中央教育審議会答申では，理数教育の充実，体験活動の充実のほか，環境教育の一層の推
進が掲げられ，持続可能な社会の構築のために，科学的なものの見方や
考え方を学んだり，様々な体験活動を通して自然に対する豊かな感受性
や環境に対する関心等を育てることの重要性が明記されており，この答
申に基づき，学習指導要領が改訂されました。
　このような状況を踏まえ，各地で学校と科学系博物館が連携した科学
的体験学習プログラムの開発等の取り組みが行われてきています。本事
業では，理科，生活科，総合的な学習の時間，環境教育の授業等で活用
可能な，環境に関する科学的体験学習プログラムの開発を行い，学校に
おける環境教育の質の向上を目指しています。

調査研究の体制

環境に関する科学的体験学習プログラムの体系的開発

プログラムと連携システムの普及

学校と博物館の効果的な連携システムの構築

環境に関する科学的体験学習プログラムの開発

● 環境に関する科学的体験学習プログラムの開発
● 学習指導要領を踏まえたプログラムの体系の整理・充実

● 学校と博物館の連携システムのモデル開発

● 開発したプログラムや連携システムの全国的な普及

・旭川市旭山動物園
    http://www5.city.asahikawa.hokkaido.jp/asahiyamazoo/
・磐梯山噴火記念館
    http://www.bandaimuse.jp/
・ミュージアムパーク茨城県自然博物館
    http://www.nat.pref.ibaraki.jp/index.html
・国立科学博物館筑波実験植物園
　http://www.tbg.kahaku.go.jp/
・千葉県立現代産業科学館
    http://www.chiba-muse.or.jp/SCIENCE/
・千葉市動物公園
    http://www.city.chiba.jp/zoo/
・科学技術館
    http://www.jsf.or.jp/
・国立科学博物館
    http://www.kahaku.go.jp/

・恩賜上野動物園
    http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ueno/index.html
・多摩六都科学館
    http://www.tamarokuto.or.jp/
・新江ノ島水族館・なぎさの体験学習館
   http://www.enosui.com/
・山梨県立科学館
　http://www.kagakukan.pref.yamanashi.jp/cms/index.php
・滋賀県立琵琶湖博物館
   http://www.lbm.go.jp/
・兵庫県立人と自然の博物館
   http://www.hitohaku.jp/
・海の中道海洋生態科学館
   http://www.marine-world.co.jp/
・阿蘇火山博物館
   http://www.asomuse.jp/



　　学習指導要領に対応した環境に関する科学的体験学習プログラムの開発　新
学校と博物館の連携による

を行っています

 〈例：中学校理科〉

開発プログラム該当部分

■ 博物館ならではの教材 ■ 効果的な学習が進むワークシート

■ 記憶に残る実験・工作 ■ わかりやすい視聴覚教材

これらの詳細な情報は

「授業に役立つ博物館」

をごらんください！

URL：http://museum4teachers.zkh.jp/

新 学習指導要領における博物館の位置づけ
◇「博物館や科学学習センターなどと連携，協力を図りながら，積極的に活用するよう配慮すること。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校理科：「指導計画の作成と内容の取扱い」より）

◇「博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，協力を図るよう配慮すること。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学校理科：「指導計画の作成と内容の取扱い」より）

◇「学校図書館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体と
の連携，地域の教材や学習環境の積極的な活用などの工夫を行うこと。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校／中学校総合的な学習の時間：「指導計画の作成と内容の取扱い」より）

学習指導要領に対応した科学的体験学習プログラムの開発 博物館の学習資源を活用した科学的な体験学習

科学的体験学習プログラムや博物館の学習資源を
体験できるイベント

標本や実験装置などの教材を貸出し，
授業づくりをサポートします。

実験やものづくりを取り入れたプログラムを展開します。

授業ですぐに使えるワークシートを提供します。

より深い理解を助ける映像資料も開発しています。

体験学習プログラムの体験，教員と博物館職員の交流を目的とした「授
業に役立つ博物館を語る会」を開催しています。ここでの体験は，実際
の学校の授業での活用にもつながります。

■ 授業に役立つ博物館を語る会

【掲載内容】　
　　●体験学習プログラム　　●各種イベントのご案内
　　●教材一覧（一部貸出可）　　　　　　　　　  など

参加者の声

学  
年 内容

環境学習プログラムの目標

活用博物館
環境から学ぶ 環境について考え

を深める
環境のためにでき

ること
○感受性の育成
○基本的な知識・概
念の習得

○科学的・総合的な見
方・考え方の育成
○問題解決能力の育成

○実践力の育成

中
学
理
科
第
１
分
野

身近な物理現象
光と音 理

力と圧力

身の回りの物質

物質のすがた 自　理

水溶液

状態変化

電流とその利用
電流

電流と磁界

化学変化と原子・
分子

物質の成り立ち 自　理

化学変化

化学変化と物質の
質量

運動とエネルギー
運動の規則性

力学的エネルギー

化学変化とイオン
水溶液とイオン 自　理

酸・アルカリとイ
オン 自　理

科学技術と人間

エネルギー 理

科学技術の発展 理

自然環境の保全と科
学技術の利用 自　理　動

■学習指導要領との関連

■プログラムのねらい　
○石油資源の採取から製品になるまでの過程について理解を深める。
○廃棄物のその後や循環型社会についての考えを持ち，自分たちの暮らしとの関連につい
ての意識を高める。

 
■プログラムの内容
プラスチックのリサイクルをテーマに，実物サンプルや展示を用いて，物質資源の循環

を原油の採取からたどる。リサイクルの現状と課題について話し合い，循環型社会に貢献
できるリサイクルアイディアを企画し発表する。

■博物館の活用　
○実物標本　貸出可（制作中）（国立科学博物館）
　（原油貯留岩，石油化学製品サンプルセット，プラスチック板各種，生分解性プラスチッ
クなど）
○展示（千葉県立現代産業科学館）

■指導計画一例
指導書「新しい科学 1分野総論編」（東京書籍）より抜粋　
中学校 3年理科「自然環境の保全と科学技術の利用」配当授業時間：計 4時間（※着色部がプログラム活用箇所）

中
学
校

理
科

1年
身の回りの物質とその性質

物質の沸点と融点

3年 自然環境の保全と科学技術の利用

時数 単元名（配当時間） 生徒の活動内容

第
１
次
１
導入
（1時間）

・過去の電気製品や通信手段と現在使用されているものを比べ，便利になった点について話し合う。
・コンピュータや記憶媒体，またそれらを使ったシステムの発展について説明を聞く。
・情報・通信ネットワークの進歩に伴っておきた社会問題についての説明を聞く。

第
２
次
２

新素材とわたしたちの生活
（1時間）

・いろいろな新素材の特徴や機能を調べる。
・科学技術の進歩が環境に悪影響を及ぼした例を知る。
・エネルギー問題やゴミ問題とその克服について説明を聞く。
・ゴミ発電の課題点について話し合う。

第
３
次
３
環境を守る科学技術とわた
したちの生活
（1時間）

・循環型社会の必要性およびリサイクルの例などについて説明を聞く。
・大量消費や大量廃棄によって起こる問題について考える。
・色々な環境問題などについて調べたことを発表する。

第
４
次
４
これからの課題
（1時間）

・科学技術や新素材の開発がもたらす環境問題など，山積する問題に対してどのような態度でのぞ
むべきか説明を聞く。

・科学技術の進歩はどうあるべきか，環境などへの悪影響の排除という観点から話し合う。

おすすめポイント

原油を含んだ岩石や，石油製品各種
サンプル，生分解性プラスチックなど
を集めて教材セットを開発中。
実物を見ながら，原油がどのように

加工されて製品化されているのか実感
を持って学ぶことができます。

プログラム概要
資源 → 製品 → ゴミ → どうする？

活動時間 活動人数 博物館職員の支援体制

2－3
時間

6
グループ

40
人まで

　□ 事前相談
　□ 教材の貸出
　□ 講師（要相談）

時間 学習の内容と活動 学習支援（●）と評価（◎） 備考（使用教材等）

２
時
間
目

１．導入

○身の回りのプラスチック製品を黒板に書き出す。【5分】
○プラスチックの原料や，加工のプロセスについて話し合う。
【10 分】

●家から各自プラスチック製品を持参させるのも良い。
●原油が有限の資源であることをおさえる。
●蒸留の学習を思い起こさせながら説明する。

２．資源の採取から製品へ

○原油はもともとどのようにしてできたのか考える。【5分】
○原油の採取について，実物標本を見ながら説明を聞く。【5分】
○原油の精製についての説明を聞き，分留されてできる石油化
学製品のサンプルや汎用プラスチック板セットなどを見る。
【10 分】
○プラスチックの長所と短所について話し合い，発表する。【15分】

◎これまでに学習した知識を活用して原油の精製過程を理
解することができる。知識・理解

●現在のプラスチック製品が，以前は何で作られていたか
想起させる。

◎多様な視点から物事を捉えることができる。思考
◎意欲的に話し合いに参加することができる。関・意・態

○原油貯留岩
　（原油が浸みこんでいた岩石）
○石油化学製品サンプル
セット　

○プラスチックペレット　
○ワークシート

３
時
間
目

３．使用済みの製品を資源へ 

○大量消費，大量廃棄によって何が問題になっているか，改善
するための取組について説明を聞く。【10 分】

○「プラスチックのリサイクル」をテーマに，“持続可能な循
環型社会”に貢献できるアイディアをグループで考え，企画
書にまとめて発表する。【40 分】

※時間が足りない場合は，企画書の作成を宿題にして後日提出
させる。

●「自然から生まれたプラスチック」，「自然に還るプラス
チック」について紹介する。

◎積極的に意見を出したり，まとめたりしながらグループ
活動を行うことができる。関・意・態

●発表課題の例：
①生分解性プラスチックを使った新商品を企画せよ。
②スーパーのレジ袋有料化に賛成？反対？本当はそれほど
必要ないコンビニのレジ袋，どうしたらもっと減らせる？

○生分解性プラスチック

　身の回りのプラスチック製品について考えてみよう

　ペットボトルはどのような過程をたどって製品になるのだろう

　循環型社会に貢献するためにはどうすればいいのだろう

学習活動案 中学３年理科【自然環境の保全と科学技術の利用】２時間
使用プログラム：資源 → 製品 → ゴミ → どうする？

プログラム
活用の工夫

製品としては身近だけれども意外と知らない事柄について，あまり目にする機会のない実物標本や石油サンプル
を活用しながら，物質資源の循環について一連の流れをもって学習することができます。貸出教材を使って学校で
すべての工程を実施することができますが，関連展示のある博物館（千葉県立現代産業科学館など）の展示をから
めて行うとより高い効果が期待できます。

科学的体験学習プログラムの学習活動案

博物館を活用した体験学習プログラムの具体的な展開例を
提示します。

■プログラムの位置づけ
・単元の中での活用
　中学３年理科　自然と人間　
　ウ　自然環境の保全と科学技術の利用
　  （ア）自然環境の保全と科学技術の利用
・学習指導要領のねらい
自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について

科学的に考察し，持続可能な社会をつくることが重要
であることを認識すること。

■使用教材
１．原油貯留岩（原油が浸みこんでいた岩石）
２．石油化学製品サンプルセット　
３．プラスチックペレット　
４．生分解性プラスチック
５．ワークシート　　Web 公開予定

■授業の展開
中学校 3年理科「自然環境の保全と科学技術の利用」
指導書「新しい科学 1分野総論編」（東京書籍）を参考
配当授業時間：計 4時間
（※着色部がプログラム活用箇所）

貸出可（制作中）

第 1次 第 2次 第 3次 第 4次

1 2 3 4

自　　自然史系博物館
理　　理工系博物館・科学館等
動　　動物園
水　　水族館
植　　植物園

学
年 内容

環境学習プログラムの目標

活用博物館
環境から学ぶ 環境について考え

を深める
環境のためにでき

ること
○感受性の育成
○基本的な知識・概
念の習得

○科学的・総合的な見
方・考え方の育成
○問題解決能力の育成

○実践力の育成

中
学
理
科
第
２
分
野

植物の生活と種類

生物の観察 自
植物の体のつくり
と働き 自　植

植物の仲間 自　植

大地の成り立ちと
変化

火山と地震 自
地層の重なりと過
去の様子

動物の生活と生物
の変遷

生物と細胞
動物の体のつくり
と働き
動物の仲間
生物の変遷と進化

気象とその変化
気象観測
天気の変化 理
日本の気象 理

生命の連続性
生物の成長と殖え方
遺伝の規則性と遺
伝子 自　植

地球と宇宙
天体の動きと地球
の自転・公転
太陽系と恒星

自然と人間

生物と環境 自　水
自然の恵みと災害 自
自然環境の保全と科
学技術の利用 自　理　動

プログラムのねらいや内容，指導計画の一例を示して
います。

授業で活用できる科学的体験学習プログラム　

博物館にある様々な学習資源をいかした効果的な体験学習プログラムを開発しています。特に，新しい学習指導要領
では環境教育が充実していることを踏まえ，環境学習プログラムの体系的開発を行います。

　「骨ほねウォッチング」プログラム

　「炭焼きを知ろう」プログラム

・体験するということは，「わかったつもり」のことを「わかった」に近づけることがで
き，大変有効だと思います。（小学校教員）
・専門的な解説を聞くことができてよかった。（中学校教員）
・机上ではなかなか思いつかないプログラムでとても参考になりました。（高等学校教員）
・実際の授業で使うものを体験できてよかったと思う。お手本にしたいと思います。

（博物館職員）

授業では…

　「実験！プラスチックのリサイクル」
プログラム　

イメージ イメージ

　「プランクトンを観察しよう」
プログラム　

教材セット

　「自分の木」プログラム

実験

工作


